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■由布市の花・木・鳥

コスモス アラカシ ウグイス

市の鳥市の木市の花

市長あいさつ
　平成17年10月１日に由布市は、挾間町、庄内町、湯布院町の３町が合併し、新しい市
として誕生いたしました。そして、このたび20周年という節目の年を迎えられましたの
も、市民の皆様方が日頃より由布市の行政運営にご理解とご協力をいただいている賜物で
ございます。この場を借りて厚く御礼申し上げます。
　由布市誕生以来、「融和」・「協働」・「発展」を基本理念として掲げ、20年の歳月の中で、
市民の皆様と一体となり私たちは時々の課題に真摯に向き合いながら、何よりも「安全・
安心に暮らせる市民生活を第一に」という強い決意のもと取り組みを行ってまいりました。
　今後、さらに10年20年と新たな展開を迎えるにあたり、現在「由布市第三次総合計画」
の策定を進めているところです。
　第三次総合計画では、今後10年間のまちづくりの目標を「人とつながり、未来を創る　
住みよさ日本一のまち・由布市」とし、まちづくりの基本理念を「このまちの未来は、み
んなでつくる」と定めております。この理念には、由布市の豊かな自然や文化を守り育み
ながら、みんなが活躍し、笑顔や安心が広がるまちを目指し、みんなで未来を切り拓いて
いくという強い意志と希望が込められています。
　近年国内において地震・豪雨などの自然災害が激甚化・頻発化しており、由布市も例外ではなく、またいつ大きな
被害を受けるかわかりません。また、少子高齢化・人口減少社会を迎えており、時代の変化が目まぐるしい状況では
ございますが、社会情勢を踏まえ由布市の強みを活かした施策を各分野で展開し、明るく輝く由布市の未来へ向け全
力で尽力していきます。
　本記念誌によりまして、この20年の歩みを振り返り由布市の軌跡を確認していただくとともに、希望に満ちた由布
市の新たなページを皆様と綴っていくことができますよう祈念いたしまして由布市制20周年記念のごあいさつといた
します。

由布市長
相馬　尊重

議長あいさつ
　由布市制20周年の記念にあたり、市議会を代表いたしまして、ごあいさつを申し上げます。
　平成17年10月１日、挾間町、庄内町、湯布院町の３町が合併し、由布市が誕生してか
ら20年が経ちました。この節目を皆様と共にお祝いできますことを大変嬉しく思います。
今日まで本市の発展のために、各分野でご尽力いただきましたすべての皆様に対し、深い
敬意と感謝の意を表します。
　20年前、由布市は新たな歩みを始めました。３町がひとつの市として一体感を醸成する
ことで、それぞれの魅力を活かしつつ、様々な分野で取り組みを進めてまいりました。ま
ちづくり、子育て、観光、福祉など、どの分野においても、市民一人ひとりの協力と努力
が確かな礎となり、今日の由布市を支えております。
　この20年間を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症による生活様式の大きな変化
に対応する一方で、熊本・大分地震や未曽有の台風をはじめとする激甚化する自然災害の
爪痕が未だ残る中でも私たちはそれらに立ち向かい、地域の絆を深めながら数々の困難を
乗り越えてまいりました。
　「20年分の感謝を絆に　未来へ繋がる由布市」という20周年記念キャッチフレーズのもと、これまでの歩みを振り
返るとともに、次の20年先を見据え、私たちは、ネクストステージへと進みます。市民の皆様が安心して暮らせる未
来を築くために、次世代に誇りを持ちつなげるシビックプライドを育む未来づくりに取り組んでまいります。
　市議会といたしましても、二元代表制の一翼を担い、由布市に住む幸せを次世代につなぐことができるような「ま
ちづくり」を推進するため、議員一同、市民の皆様の負託に応えるべく研鑽を重ね、全力で取り組んでまいります。
　結びに、市制施行20周年を契機とした由布市の益々のご隆盛と、市民の皆様のご健勝とご多幸を祈念申し上げまし
て、お祝いのごあいさつといたします。

由布市議会議長
佐藤　孝昭

目次、市章など …………………………………２
市長あいさつ、議長あいさつ …………………３
式典の式次第 ……………………………………４
由布市制施行20周年市政功労表彰者、
アトラクション出演団体の紹介 ………………５

由布市の年表 ……………………………………６
ゆふアルバム ……………………………………８
行政・議会のあゆみ（歴代市長・議長など） …10
データでみる由布市 ……………………………11

■由布市公式マスコットキャラクター
　「ゆーふー」

　由布市役所に勤めてい
る。由布市生まれ。うさ
ぎっぽい謎の生き物。由
布市をいかにアピールす
るか、また、住み良いま
ちづくりをめざして奮闘
中。由布市の食べものが
おいしいのでちょっと太
り気味。

■由布市市章

　由布市の「Ｙ」を
基調に、豊かな自然
の中でのびのびと生
きる由布市民を抽象
的に表現していま
す。橙は太陽、みど

りは大地、自然に恵まれた由布市をイメージ
しています。

　10周年の記念ロゴマークを踏襲し、由布市
マスコットキャラクター「ゆーふー」を使用
して由布市の元気の良さ・いきいきとした感
じを表現しました。

　由布市の更なる一体感を醸成するととも
に、由布市への思いや願い、希望に満ちた未
来をイメージしています。

■市制施行20周年記念ロゴマーク ■市制施行20周年記念キャッチフレーズ

20年分の感謝を絆に20年分の感謝を絆に
未来へ繋がる由布市未来へ繋がる由布市

20年分20年分のの感謝感謝をを絆絆にに
未来未来へへ繋繋がるがる由布市由布市
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式典の式次第式典の式次第 由布市制施行20周年市政功労表彰者、由布市制施行20周年市政功労表彰者、
アトラクション出演団体の紹介アトラクション出演団体の紹介

由布市制施行20周年市政功労表彰者由布市制20周年記念式典

日時　令和８年１月10日（土）　９：20～
会場　はさま未来館　ＤＥＮＫＥＮホール

アトラクション出演団体の紹介

　和太鼓を通じて協調性や礼儀を身につけ、
青少年の健全な育成に寄与することを目的
に、ゆふいん源流太鼓の指導のもと結成され
た本団体は、今年で創立30年を迎えます。昨
年は大分県代表として日本太鼓ジュニアコ
ンクールに出場し、県知事賞を受賞するな
ど、活動の成果が高く評価されています。地
域のお祭りや施設慰問など、幅広い活動を通
じて、和太鼓の魅力と感動を多くの方々に届
けています。

由布はさま太鼓

　由布高校郷土芸能部は、地元の伝統である
庄内神楽を継承・発信する部活動です。1976
年創部以来、全国大会で文部科学大臣賞や文
化庁長官賞を受賞するなど、全国的にも高い
評価を得ています。部員は初心者から経験者
まで幅広く、技術を磨きながら、地域のイベ
ントや福祉施設でも演舞を披露し、神楽を愛
する心と一体感を大切に、魂のこもった舞で
地域に感動を届けています。

由布高校郷土芸能部

式次第

オープニング　９：20～
20周年記念映像上映「由布市誕生20年の軌跡」

由布はさま太鼓 演奏

記念式典　10：00～ 
開式の辞

国歌斉唱

由布市長式辞

由布市議会議長あいさつ

市政功労者表彰

来賓祝辞

来賓紹介・祝電披露

由布高校郷土芸能部　演舞

閉式の辞

自治功労表彰者
前市長　首

しゅ

藤
とう

奉
ほう

文
ぶん

市長歴　３期12年
在職期間　H17.10.30～H29.10.29

前選挙管理委員会委員長　浦
うら

松
まつ

辰
たつ

信
のぶ

委員長歴　11年11ヶ月

前教育委員会教育長　加
か

藤
とう

淳
じゅん

一
いち

教育長歴　７年10ヶ月
在職期間　H26.11.19～R4.9.30

社会功労表彰者
観光・地域振興功労　桑

くわ

野
の

和
いず

泉
み

由布市まちづくり観光局　代表理事　９年６ヶ月
由布院温泉観光協会　会　　長　　　　７年
由布院温泉観光協会　専務理事　２年６ヶ月

教育文化功労　ゆふいん音楽祭実行委員会
　地元ボランティアによる全国で最も古い民間主体の音
楽祭のひとつ。

その他功労　大分県立由布高等学校射撃部
　全国高校ライフル射撃選手権において、団体・個人と
もに優秀な成績多数。オリンピック選手の輩出など。

防災功労　太
おお

田
た

英
えい

一
いち

由布市消防団　団　長　４年
由布市消防団　副団長　８年

教育文化功労　ゆふいんこども音楽祭実行委員会
　「子ども達に生の音楽を楽しんでほしい」という想い
から20年音楽祭を実施。

※令和７年11月１日現在の年数
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由布市の年表由布市の年表

由 布 市 の 年 表
・
質
の
高
い
滞
在
型
健
康
保
養
地
を
目
指
し
「
日
本
ク
ア
オ
ル
ト
協
議
会
設
立
」
１
月

・
南
庄
内
小
学
校
閉
校
３
月

・
谷
小
学
校
１
０
０
周
年
記
念
式
典
開
催
11
月

・
由
布
市
健
康
立
市
宣
言
大
会
を
開
催
３
月

・
市
内
３
商
工
会
が
合
併
し
、「
由
布
市
商
工
会
」
が
発
足
７
月

・
ゆ
ふ
い
ん
ラ
ヂ
オ
局
開
局
６
月

・
県
の
指
定
希
少
野
生
動
物
「
オ
ン
セ
ン
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
」
の
保
護
、

　
増
殖
実
験
開
始
８
月

・
朴
木
小
学
校
閉
校
３
月

・
由
布
市
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゆ
ー
ふ
ー
」
誕
生
８
月

・
星
南
小
学
校
閉
校
、
湯
平
幼
稚
園
休
園
3
月

・
市
の
組
織
機
構
が
一
部
変
更
４
月

・
西
庄
内
保
育
所
、
は
さ
ま
保
育
園
、
寿
楽
苑
が
民
営
化
４
月

・
由
布
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
操
業
ス
タ
ー
ト
8
月

・
由
布
高
等
学
校
存
続
市
民
総
決
起
集
会
を
開
催
２
月

・
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
日
本
代
表
、
中
西
麻
耶
選
手
上
位
に
入
賞
９
月

・
由
布
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
通
称
：
ユ
ー
バ
ス
）
運
行
ス
タ
ー
ト
１
月

・
由
布
市
民
憲
章
お
よ
び
市
の
花
・
木
・
鳥
が
決
定
３
月

・
東
庄
内
小
学
校
１
０
０
周
年
記
念
式
典
開
催
11
月

・
第
１
回
由
布
市
成
人
式
開
催
1
月

・
大
分
県
立
由
布
高
等
学
校
誕
生
（
碩
南
高
等
学
校
か
ら
校
名
変
更
）
４
月

・
旧
挾
間
町
、
旧
庄
内
町
、
旧
湯
布
院
町
が
合
併
し
、

　
新
市
「
由
布
市
」
が
誕
生
10
月

・
第
１
回
由
布
市
議
会
臨
時
議
会
開
催
11
月

由
布
市
の
出
来
事

平成26年
2014

平成25
2013

平成24年
2012

平成23年
2011

平成22年
2010

平成21年
2009

平成20年
2008

平成19年
2007

平成18年
2006

平成17年
2005

・
消
費
税
８
％
導
入
４
月

・
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
6
月

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
決
定
9
月

・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
５
月

・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
７
月

・
東
日
本
大
震
災
３
月

・
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
（
博
多
〜
鹿
児
島
中
央
）
３
月

・
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了
７
月

・
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還
６
月

・
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
12
月

・
裁
判
員
制
度
開
始
5
月

・
民
主
党
へ
政
権
交
代
8
月

・
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
（
脱
ゆ
と
り
教
育
）
3
月

・
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
７
月

・
郵
政
民
営
化
10
月

・
石
見
銀
山
遺
跡
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
7
月

・
秋
篠
宮
悠
仁
親
王
殿
下
御
誕
生
９
月

・
全
都
道
府
県
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
開
始
12
月

・
愛
知
万
博
「
愛
・
地
球
博
」
３
月

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
風
の
ハ
ル
カ
」

　
放
映
ス
タ
ー
ト
10
月 世

間
の
出
来
事

・
湯
平
石
畳
の
驛
「
つ
る
や
」
オ
ー
プ
ン
３
月

・
短
期
就
労
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
ゆ
ふ
マ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
」
開
始
7
月

・
ゆ
の
ひ
ら
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
３
月

・
地
熱
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
由
布
開
催
９
月

・
谷
む
ら
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
発
足
４
月

・
阿
蘇
野
・
直
山
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
発
足
４
月

・
ゆ
ふ
い
ん
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
完
成
２
月

・
久
大
本
線
全
線
復
旧
３
月

・
市
の
行
政
組
織
再
編
３
月

・
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
大
き
な
被
害
7
月

・
阿
蘇
野
小
学
校
閉
校
３
月

・
高
校
生
等
医
療
費
助
成
制
度
開
始
４
月

・
庄
内
公
民
館
完
成
12
月

・
九
州
北
部
豪
雨
発
災
７
月

・
２
代
目
由
布
市
長
に
相
馬
尊
重
氏
就
任
10
月

・
湯
平
小
学
校
・
大
津
留
小
学
校
閉
校
3
月

・
本
庁
舎
制
導
入
・
新
館
新
設
7
月

・
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
開
催
10
月

令和６年
2024

令和５年
2023

令和４年
2022

令和３年
2021

令和２年
2020

平成31年／令和元年
2019

平成30年
2018

平成29年
2017

平成28年
2016

平成27年
2015

・
能
登
半
島
地
震
１
月

・
大
谷
翔
平
選
手　
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
史
上
初

　
「
50
本
塁
打
・
50
盗
塁
（
50-

50
）
」
を
達
成
9
月

・
野
球
日
本
代
表
「
侍
ジ
ャ
パ
ン
」
Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
３
月

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が
５
類
へ
５
月

・
成
人
年
齢
が
18
歳
に
４
月

・
円
安
１
ド
ル
１
５
０
円
突
破
10
月

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
２
月

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催  

７
月

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で
緊
急
事
態
宣
言
４
月

・
天
皇
陛
下
御
即
位　
新
元
号
が
「
令
和
」
に
５
月

・
消
費
税
10
％
導
入
10
月

・
平
成
30
年
７
月
豪
雨
（
西
日
本
豪
雨
）
７
月

・
豊
洲
市
場
が
開
場
10
月

・
上
野
動
物
園
で
パ
ン
ダ
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
誕
生
６
月

・
横
綱
白
鵬
が
通
算
最
多
勝
利
記
録
樹
立
７
月

・
選
挙
権
年
齢
18
歳
引
き
下
げ
後
、
初
め
て
の
国
政
選
挙
７
月

・
祝
日
「
山
の
日
」
導
入
８
月

・
安
全
保
障
関
連
法
が
成
立
９
月

・
全
国
民
の
住
民
票
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
10
月
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ゆふアルバムゆふアルバム

伽藍岳伽藍岳

金鱗湖金鱗湖
男池男池 金鱗湖金鱗湖

ゆ ふ ア ル バ ム

由布川峡谷由布川峡谷龍昇の滝龍昇の滝

ミツマタ群生地ミツマタ群生地 塚原高原塚原高原

奥詰棚田奥詰棚田 口ノ原ふれあい公園口ノ原ふれあい公園 湯平温泉の石畳湯平温泉の石畳
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行政・議会のあゆみ行政・議会のあゆみ（歴代市長・議長など）（歴代市長・議長など） データでみる由布市データでみる由布市

その他  118.728k㎡

山林  99.297k㎡

原野  34.001k㎡
牧場  5.085k㎡

雑種地  9.811k㎡

田  34.894k㎡

畑  6.175k㎡
宅地  11.329k㎡

行政・議会のあゆみ（歴代市長・議長など） データでみる由布市
市長 助役・副市長 教育長 議長

2005年
（平成17年）

10月30日
首藤奉文市長就任

12月27日
助役に森光秀行氏が就任

10月１日
清永直孝教育長就任

11月16日
後藤憲次議長就任

2006年
（平成18年）

11月19日
二宮政人教育長就任

2007年
（平成19年）

４月１日
地方自治法改正により、
助役が副市長に改称

11月８日
三重野精二議長就任

2008年
（平成20年）

４月１日
秋吉洋一副市長就任
８月22日
清水嘉彦副市長就任

８月８日
清永直孝教育長就任

2009年
（平成21年）

11月12日
渕野けさ子議長就任

2010年
（平成22年）

2011年
（平成23年）

11月10日
生野征平議長就任

2012年
（平成24年）

４月１日
島津義信副市長就任

2013年
（平成25年）

11月13日
工藤安雄議長就任

2014年
（平成26年）

11月19日
加藤淳一教育長就任

2015年
（平成27年）

12月４日
溝口泰章議長就任

2016年
（平成28年）

４月１日
相馬尊重副市長就任

2017年
（平成29年）

10月30日
相馬尊重市長就任

11月14日
佐藤郁夫議長就任

2018年
（平成30年）

４月２日
太田尚人副市長就任

2019年
（平成31年／令和元年）

11月19日
佐藤人已議長就任

2020年
（令和２年）

４月１日
小石英毅副市長就任

2021年
（令和３年）

11月16日
長谷川建策議長就任

2022年
（令和４年）

10月１日
橋本洋一教育長就任

2023年
（令和５年）

11月15日
甲斐裕一議長就任

2024年
（令和６年）

2025年
（令和７年）

11月14日
佐藤孝昭議長就任

■由布市の地形

（令和７年９月30日現在）

■地形別土地利用面積

■年齢別人口

0～4 歳
5～9 歳
10～14 歳
15～19 歳
20～24 歳
25～29 歳
30～34 歳
35～39 歳
40～44 歳
45～49 歳
50～54 歳
55～59 歳
60～64 歳
65～69 歳
70～74 歳
75～79 歳
80～84 歳
85～89 歳
90～94 歳
95～99 歳
100 歳以上 45人

207人
556人

867人
991人

1357人
1318人

1077人
948人
973人
1079人
1034人

966人
840人

785人
870人
874人

702人
713人
692人

577人

61人
236人

461人
670人

1201人
1167人

1023人
946人
906人

1075人
1115人

961人
863人
829人
834人
808人
753人
783人
732人

606人

5人
男性合計

16,035人 女性 合計
17,471人

■幼稚園・学校数と児童・生徒数
●幼稚園・学校数 （単位：施設）

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校
8 10 ３ １ １

（令和７年４月１日現在）

●中学校生徒数 （単位：人）
１年 ２年 ３年 合計
269 291 272 832

●小学校児童数 （単位：人）
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
282 305 287 297 298 273 1,742

319.32319.32㎢㎢
面積面積

※８園中４園（石城・谷・阿南・塚原幼稚園）は休園
※高等学校：大分県立由布高等学校
※特別支援学校：大分県立由布支援学校
※児童数、生徒数は「令和７年度学校基本調査」より

（令和７年７月１日現在） （令和７年１月１日現在）
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憲
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市
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憲
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誓
い
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た
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せ
の
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に
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四
つ
の
誓
い
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う
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感
謝
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一
．
豊
か
な
自
然
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源
と
し
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感
謝
し

　
　
　
　
次
代
の
市
民
に
引
き
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で
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ま
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つ
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一
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や
お
年
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を
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あ
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い
ま
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(

協
働
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一
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づ
く
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づ
く
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な
で
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